
自由民主党・年金制度を抜本的に考える会／2007年 11月 27日 
 

年金制度・年金業務運営体制の改革 
一橋大学教授 高山憲之 

 
１．年金記録漏れ問題の処理：政治と行政に対する信頼を取りもどすための絶好の機会 
１）来年 3月末までの名寄せ・統合（照合だけで十分だと言えるか） 
２）オンラインデータの情報不足・入力ミスや部分的に不正確な現住所情報 
３）マイクロフィルムデータとの突合 
４）グーグル・アマゾン型社会：双方向性（本人参加型・随時確認） 
５）ヒト・モノ・カネの緊急追加投入 
６）未統合記録の一部例外的公開（テレビ、インターネット等） 
７）職権統合の特別容認 

 
２．年金制度運営体制の再構築 

１）職員に高い誇りとモチベーションを 
２）保険料納入窓口を金融機関・コンビニ等に限定する 
３）事業主の保険料未納・滞納：重加算金制度（ペナルティ）の創設、特別チームによ

る徴収の徹底 
４）給与明細書・保険料領収証の 5年間保存を新たに義務づける 
５）社会保障カードの導入（入力ミスの削減） 
６）税金と社会保険料の一体徴収（徴収コスト削減、事業主の便宜向上） 
厚生年金・政管健保・雇用保険・労災保険から着手する 

 
３．年金制度改革 

１）公的年金財源としての税金投入 
保険料との役割分担／経済的に恵まれた高齢者にも税金負担の年金給付を支給する

必要性があるのか／事務費／給付財源としての所得税・消費税・相続税等／消費税

をすべて年金財源とすることの是非 
２）負担の先送りはしない 
３）レガシーペンション問題（厚生年金：420兆円の債務超過） 
４）多様な就業形態への対応 
５）その他（共済年金の厚生年金への統合／受給開始年齢の引き上げ／みなし掛金建て

への切りかえ等） 
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高山の website   http://www.ier.hit-u.ac.jp/~takayama/ 
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厚生年金のバランスシート厚生年金のバランスシート::
20042004年改革後年改革後

（注）賃金上昇率2.1％、物価上昇率1.0％、割引率3.2％、保険料18.3%まで引き上げ。
（出所） 厚生労働省『平成16年財政再計算結果』より高山が作成した。
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厚生年金特別会計 平成 18年度収支決算 
 
 

 










